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ピーマンＰＭＭｏＶ抵抗性品種「京鈴」の半促成２色どり栽培法

小林伸三毒Ｉ・村井正和事２・古川雅文｡３
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Ｉ緒言

千莱県の九十九里沿岸にある匝理地域は、昭和40年代

からピーマンの産地として発展してきた。作型は促成栽

培及び半促成栽培が行われてきたが、ピーマンの価格の

低迷、原油の高謄などの理由により、近年は晩春から霜

が降りるまで収穫する無加温半促成栽培が主流となって

いる。また生産されるピーマンは、４～７月までは緑の

未成熟果、８～11月は赤の完熟果の２色どりが行われて

いる。７～８月の約１か月間は、緑のピーマンの収穫を

止め果実を完熟させる期間である。この期間は、樹に着

果負担が急にかかる嘘換期となっている。

完熟果は、糖度が８度程度と甘く、未成熟果独特の苦

味もないので、中華料理や生食用にも適している。その

ため、消費趣は伸びる傾向で、市場では赤ピーマン産地

として評価が定若してきている。

一方、ピーマンの病害で防除が最も困難なものは、土

壌中で長期間伝染性を保有し、土壌伝染のほかに種子伝

染や接触伝染でも拡大するPMMoV（Ｈ””,噸Ｍｄ”雌

"”s）によるウイルス病である。その対策として、こ

れまでは臭化メチル剤による土壌消毒が行われてきた。

しかし、臭化メチルはオゾン層の破壊など環境負荷の観

点から、2005年で使用禁止となり、それに代わる有効な

薬剤もないため、ＰＭＭｏＶ対策として抵抗性品菰の導入

が必要となった。2003年度に北総園芸研究所砂地野菜

研究室では、従来の未成熟果どり半促成栽培において

PMMoV抵抗性を有する適品種の迩定賦験を行い、「京鈴」

を選定した。しかし、この品租は従来の主力品種と比べ

て藩果負担により草勢が衰えやすいため、２色どり栽培

を行うためには栽培期間中の草勢を維持し、安定した収

赴及び品質を得るための栽培技術の碓立が求められてい

る。本研究では、定植する苗の生育ステージ及び主枝の

仕立て本数が生育、収量及び収益性に及ぼす影響を検討
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したので、ここに報告する。

本試験の遂行に当たって現地の佃行栽培などについ

て、ちばみどり農業協同組合そうさ園芸部および海匝農

林振興センターの皆様に助言をいただいた。ここに感謝

の意を表する。

Ⅱ材料及び方法

１．試験場所及び試験区の横成

試験は現地の栽培規模と同等の、千葉県匝瑳市にある

北総園芸研究所砂地野菜研究室の大型ピニールハウス

（間口10ｍ、奥行き30ｍ，面稲300㎡）で行った。土壌

は中粗粒褐色低地土(長崎統)である。

第１表試験区の栂成と耕稲概要(2006年）

試験区

(定植菌_仕立て本数）橋弧同定緬同瀞濡
若苗－３本

若苗－４本

慣行苗－３本

２月１４日

２月１４日

２月１４日

４月１２日

４月１２日

４月２１日

1.433

1.075

1.433

煩行苗－４本(対照区）２月14日４月２１日1.075

試験区の構成を第１表に示した。定植苗については慣

行苗区と若苗区、主枝の仕立て本数については慣行の４

本仕立て区と３本仕立て区を設け、それらの組み合わせ

で合計４区を股定した。４本仕立て区では６株、３本仕

立て区では８株を調在し、１区当たり5.58㎡の３反復と

した｡根の本数調査では、１区より１株を無作為抽出し、

株元から５cm離れた場所をベッドに垂直に幅90cm，深さ

40cmで掘り取り、断面の根の本数を調迩した。

２．栽培概要

供試品菰は『京鈴」〈タキイ稲苗)とした。播種は恨行

苗区及び若苗定植区ともに2006年２月１４日に行い、本葉

２葉展開時に直径12cmの黒ポリポットヘ鉢上げした。育

苗用培萎土には『げんきんくん果菜200」（コープケミカ

ル)を使用した。定植は若苗区が４月12日、慣行苗区が

４月２１日に行った。

栽植様式はベッド幅90cm、通路幅65cmの１条植えで、

株間は面積当たりの主枝本数を同一とするため、４本仕

立ては60cｍ（栽植密度：1,075株/10a）、３本仕立ては

45cｍ（同：1,433株/lOa）とした。全区ともベッドに銀
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